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１． 研究計画の概要 
歯根破折は予後が悪く、特に垂直性歯根破
折は抜歯になることが多い。垂直性歯根破折
は無髄歯に多く、根管治療あるいは根管充填
との関連が指摘されている。根管治療あるい
は根管充填によって微少な亀裂が生じてい
るかもしれない。 

8020推進財団により、平成 17年に報告に
された「永久歯の抜歯原因調査」から、抜歯
の原因として、歯の破折が約 11％を占めてお
り、破折歯対策は、歯科における今後の重要
課題の一つと考えられる。 
近年、レジン系の根管充填材料、特に根管
象牙質に接着することを期待した接着性根
管充填材料が登場した。根管充填の際、レジ
ン系根管充填材を用いることにより歯根破
折を防げる可能性がある。接着性レジン系材
料を用いた根管充填によって、垂直性歯根破
折に対する抵抗性を向上するかという観点
から，検討を行う必要がある。また、根管治
療後に行われる歯冠修復時の破折の予防策
としてのコア用レジン、ファイバーポスト等
が新たに開発されてきており、これらの材料
の検討を行う。さらに、歯にかかる応力につ
いて有限要素モデルを用いて解析すること
により、破折の原因を探る。臨床における破
折歯の治療の経過観察も行う。 
（１） 歯内療法学からの検討 
接着性根管充填材が歯根破折に対する抵抗
性を高めるかの検討および歯科用 CTによる
破折の診断。 
（２） 歯科補綴学からの検討 
非線形有限要素のモデル・光弾性による解析。 
（３） 歯科理工学からの検討 
歯根破折を起こさせた歯の亀裂進展状態を

観察。 
（４）保存修復学からの検討 
レジンコーティング法応用による無髄歯の
破折抵抗性の評価および垂直性歯根破折に
至った歯に対する修復法とその耐久性評価。 
上記の各研究分野からの分担研究者がそ
れぞれ得意とする手法を用いて同一研究課
題に取り組み、さらに連携を取ることにより、
多角的な視野から研究を推進するものであ
る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）歯内療法学からの検討 
接着性レジン系根管充填材料による根管
充填が、VRF の進展について基礎的に検討し
た。根管充填後に Co-Cr 合金線で根尖方向に
荷重をかけた。次いで、サーマルサイクル試
験を行ったところ、VRF の進展を観察できた。
接着性根管充填材を用いても VRFの進展が抑
制されないことが示唆された。 
（２）歯科補綴学からの検討 
主に光弾性法を利用しフェルールの高さ
およびポスト孔の太さが支台築造後の歯根
象牙質の応力分布状態に及ぼす影響につい
て研究を行った。その結果、フェルールの付
与により歯頚部象牙質の応力集中を緩和す
る可能性が示唆され、また支台築造は金属鋳
造ポストより、コンポジットレジン併用グラ
スファイバーポストの方がポスト先端部付
近の応力集中を緩和し、さらにポスト孔によ
り適合したグラスファイバーポストを用い
ることがより効果的であることが示唆され
た。 
（３）歯科理工学からの検討 
垂直性歯根破折を起こさせた歯根をサー
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マルサイクルの加速度劣化試験を行ったと
ころ、サーマルサイクルを負荷しないものと
比較して有意に亀裂が進展していた。このこ
とは口腔内でも経時的に垂直性歯根破折が
進展することを示唆している。ファイバーポ
ストの支台築造が歯根破折の予防に効果的
とされるが、根管内レジンセメント十分に硬
化しないと歯根破折をきたすことがある。そ
こで、ファイバーポストの可視光線透過性を
評価したが、製品による違いか明らかとなっ
た。 
（４）保存修復学からの検討 
垂直性歯根破折に対する接着再植を想定
し、接着耐久性について評価した。ウシ歯根
象牙質を歯軸方向に半切し、接着システム：
クリアフィルメガボンド、クリアフィルＤＣ
ボンド、ボンドフォースを用いて接着した。
試料を水中浸漬後、微小引張り接着試験を行
った。その結果、クリアフィルメガボンドが
最も良好な接着耐久性を示した。 

 
３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。 
研究代表者および各分担研究者により研
究は順調に計画を達-成しており、平成 21年
度までの研究期間 3 年間においてすでに 13
本の原著論文、31回の学会発表を行っている。
研究成果の一つとして臨床においても歯科
用 CTによる歯根破折の診断・ファイバーポ
ストによる支台築造等が受け入れられ、広く
臨床応用されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
平成 22 年度は研究年度最終年にあたる。
各分担研究者がそれぞれの研究分野でさら
に研究を推進するとともに、研究代表者は各
分担研究者間の連携を一層はかり、十分な成
果の達成を目指すものとする。現在まで各研
究年度 2 回の班会議を開催することにより、
研究の進捗状況の確認、他分野との連携、他
分野からの視点による研究計画の修正を行
ってきており、十分な成果を達成してきてい
る。さらに最終年度として、研究を推進し、
最終年度内に研究の成果をまとめ、報告する
べく論文発表あるいは学会発表を行う予定
である。代表研究者は常に分担研究者と連絡
をとり、研究の進捗状態を確認し、また、各
分担研究者間でも連携を取りながら、研究を
推進し、達成する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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